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• 法規調査における 2 つの課題

• マルチエージェントによる解決アプローチ

• 実際の調査フロー

• MCP によるツール拡張性

• まとめ
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課題 1 ︓ AI の判断がブラックボックス
AI が回答を出しても、その根拠が⼈間が解釈できる形で提⽰されない

AI に法令の質問をするとそれらしい回答が返ってくるが、

・どの条⽂を参照したのか︖
・どのような論理で結論に⾄ったのか︖
・確認申請に使えるレベルの信頼性があるか︖

これらが不透明なままでは、実務で活⽤できない

確認申請や設計レビューで「AI がそう⾔った」では通⽤しない → 根拠の追跡可能性が必要

質問 回答
思考プロセスが⾒えない

どの条⽂を⾒て、 どう判断したのか︖
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課題 2 ︓条⽂間の複雑な参照関係
例︓第⼀種中⾼層住居専⽤地域で診療所は建築可能か︖

建築基準法第 48 条第 3 項
⽤途地域の制限

別表第⼆ (は)
建築物の制限⼀覧

判断︓建築可能
診療所は (は) に該当

この参照関係をどう解決するか︖

ベクトル検索 (RAG)
条⽂をチャンク化してベクトル化し、
類似度で検索する⽅式

デメリット :

• 意味的類似度に依存し、法的な論
理構造を反映しない

• 「第 48 条 → 別表第⼆」のような
間接参照を追跡できない

• 法令改正時にベクトルDBの再構築
が必要

グラフ DB / 構造化
条⽂間の関係をグラフ構造で事前に
定義する⽅式

デメリット :

• データモデルの定義が極めて困難
（どの粒度でどの関係を定義するか
⾃体が専⾨知識を要する設計作業）

• 法改正のたびにグラフの更新が必要
• 新しい法令や条例への対応にその都

度モデル拡張が必要

マルチエージェント + MCP
AI エージェントが逐次的に推論し、
必要な条⽂を動的に検索する⽅式

メリット :

• 条⽂間の参照関係をエージェントの
推論で動的に解決
（データモデルの事前定義が不要）

• e-Gov から常に最新の法令を参照
• 法令改正時も API 更新で⾃動対応
• 調査プロセスの透明性を担保
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解決策︓建築法令調査マルチエージェント

1 ⼈間と同じ思考プロセスを踏む
Agent の各ステップ (思考、調査、判断) を
明⽰的に記録

2 調査プロセスをリアルタイムにグラフ可視化
条件整理 → タスク定義 → 調査 → 最終判断の
全フローをリアルタイムで記録

3 e-Gov 法令 API から常に最新の法令を参照
事前のデータ整備・データモデル定義が不要
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調査フロー︓条件整理とタスク定義
Phase 1: 条件整理・タスク定義 Phase 2: 並列調査 Phase 3: 最終判断

インプットの取り込み

ユーザーの要望を理解し、調査のため
に必要な条件を⾃動で抽出・整理

調査タスクの⾃動定義

どの観点から調査が必要かを
AI が判断し、タスクとして定義

条件が不⾜している場合

AI がユーザーに追加情報を質問
必要な条件が揃ってから調査を開始
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調査フロー︓並列調査の実⾏
Phase 1: 条件整理・タスク定義 Phase 2: 並列調査 Phase 3: 最終判断

タスクごとに並列で調査

各タスクエージェントが独⽴して e-Gov 
法令 API から条⽂を検索し、判断を実⾏

e-Gov リンクが証跡に残る

参照した条⽂ごとにe-Gov 法令検索の
URL が記録され、原⽂を直接確認可能

思考→検索→判断の流れ

調査の論理的な流れがリアルタイムで
可視化
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調査フロー︓最終判断
Phase 1: 条件整理・タスク定義 Phase 2: 並列調査 Phase 3: 最終判断

各タスクの結果を統合

Phase2 で実⾏した各調査タスクの
判断結果を集約

適合・不適合・要確認を明⽰

カテゴリごとに判定結果を整理
根拠となる法令へのリンクも含まれる

全プロセスが追跡可能
条件整理から最終判断まで
すべてのステップがグラフに記録され
第三者への説明にも活⽤可能
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デモ
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発展性︓データ収集ツールの拡張

IFC MCP Server

IFC ファイルから BIM 
データを取得

・エンティティ情報
・プロパティセット
・空間関係

Autodesk APS
MCP Server

Autodesk Construction
Cloud のプロジェクト
データにアクセス

・モデルデータ
・プロジェクト情報

e-Gov 法令 API

⽇本の法令を
リアルタイムに検索

・条⽂検索
・キーワード検索
・複数条⽂⼀括取得

Web 検索

インターネットから
情報を取得

・⾃治体条例
・最新の通達・告⽰
・技術基準

⾃社 DB /
ナレッジベース

社内の独⾃データに
アクセス

・過去の設計事例
・社内基準
・審査指摘事項

拡張性、柔軟性の⾼い実装により、様々なデータソースを追加可能
• AgentCore︓AI モデル、AI Agent のフレームワークに依存しない実⾏環境
• MCP︓オープンプロトコルによるツール拡張性

拡張例︓

実装済み実装済み
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まとめ

1

透明性
AI の思考プロセスが
グラフとして可視化

参照した条⽂の
e-Gov リンクが
証跡として残る

2

正確性
エージェントが逐次的に推論し、

条⽂間の参照関係を
動的に解決

事前のデータモデル定義が
不要

3

拡張性
MCP により

IFC 、 Autodesk 、 Web 検索、
社内ナレッジなど

あらゆるデータソースと
ツールを追加可能
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Thank you!
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